
令和７年度 第２回技術研修会のご案内 

 日  時    令和７年９月５日（金）１３：３０～１６：３０ 

 会  場    アバンセホール（佐賀県立生涯学習センター） 

（佐賀市天神３丁目２-１１ TEL 0952-26-0011） 

 主  催    公益財団法人  佐賀県建設技術支援機構 

 後  援    佐賀県、（一社）佐賀県建設業協会、（一社）佐賀県県土づくりコンサルタンツ協会 

研修項目  (1) １３：４０～１５：００ 

「九州地方整備局の防災対応について～能登半島地震でのTEC-FORCEの活動」 

国土交通省 九州地方整備局 防災室 

課長補佐  下村 幸一  氏 

 令和6年（2024年）1日1日16時10分に石川県能登地方の地震が発生した。この地震によ
り石川県輪島市や志賀町で最大震度7を観測したほか能登地方の広い範囲で震度6強や6弱
の揺れを観測し、被災している。 
 能登半島に存する公共土木施設の多くが被災し、被害状況調査応急対策等の任にあたる
国土交通省TEC-FORCEをはじめ、各関係機関が現地にて活動している。 
 令和6年能登半島地震の概要と国土交通省の災害対策用車両などの取り組み、また、被
災地での復旧への取り組みと課題、そして、これから発生する可能性のある南海トラフ地
震等にどのように備え対応していくかを紹介する。 

(2) １５：１０～１６：３０ 

「関門橋と関門トンネルの維持管理の課題や対策について」 

西日本高速道路(株) 九州支社 保全サービス事業部 保全第二課 

課長代理     駒谷 大三  氏 

 関門橋は供用から51年経過、関門トンネルは供用から66年経過している。 
 海上架橋と海底トンネルという共に厳しい環境条件下で、自然環境による経年劣化
や交通量増加・車両大型化による疲労損傷が表面化していたことから大規模な補修を
実施している。 
 
 

 対 象 者    地方公共団体等職員、建設事業関係者（県内優先）、一般の方（大学生以上） 

 定  員    ３００名 

 参 加 料    無 料 

 申込方法    当機構のホームページ（https://www.sagacat.or.jp/gijyutsukensyuu.html） 

   よりお申し込みください。１社につき３名まで受け付けます。 

  『研修情報』→『技術研修会』→『令和７年度第２回技術研修会申込』をクリック！ 

 申込期間    令和7年8月4日(月)14:00～令和7年8月22日(金)17:00 

（定員になり次第締め切り。定員に満たない場合は次の期間に追加募集を実施。） 

令和7年8月25日(月)14:00～令和7年8月29日(金)17:00 予定 



 問合せ先  （公財）佐賀県建設技術支援機構 技術部 企画情報課 

                             ＴＥＬ ０９５２－９７－５５９６   

 そ の 他   (1)車でご来場される場合は、会場敷地内の駐車場をご利用下さい。 

      (2)座席は全席指定席となります。 

 

※本研修会は、（一社）全国土木施工管理技士会連合会CPDS、（プログラム番号1003411 形態コード 

101-1 3ユニット）、（一社）建設コンサルタンツ協会CPD（プログラム番号202507290004 2.66CPD単位） 

の認定プログラムに承認されています。 

 


